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市社協からのお知らせ

あじさい
会 館
休 館 日

あじさい会館　　　　10月11日㈫
あじさい会館南分室　10月1日㈯、2日㈰、11月5日㈯、6日㈰
あじさい会館緑分室　10月15日㈯　※11月19日㈯は通常通り開館となりました。

地域デビュー応援します！ボランティアセミナー
日時 ①11月11日㈮午前10時～正午　②11月15日㈫午後1時30分～3時30分

③11月16日㈬午後1時30分～3時30分　※いずれも同じ内容です
場所 ①南保健福祉センター　2階情報交換ルーム

②緑区合同庁舎　2階ボランティア活動室
③あじさい会館　6階ボランティア活動室

申込 ①南ボランティアセンター  ☎042-765-7085
②緑ボランティアセンター ☎042-775-1761
③中央ボランティアセンター ☎042-786-6181

内容 ボランティア活動の基礎知識やエピソードをお伝えし、実際に参加できる活動を紹介します。終了後、65歳以
上の方のボランティア活動を応援する「ふれあいハートポイント事業」の説明会を行います。(希望者のみ)

子育て支援の“ファミリー・サポート・センター”
『入会説明会』『援助会員講習会』開催

自治会に加入しよう！相模原市自治会連合会からのお知らせ

ファミリー・サポート・センターは「子育てをお手伝いしてほしい人（利用会員）」と「子育てをお手伝いした
い人（援助会員）」が会員となって、地域の中で安心して子育てができるように支援する有償の制度です。
※要予約　※感染症予防の関係で、内容を変更する場合があります。

大きな災害が起こったときや、日頃安全に安心して暮らすための
支えとなる「地域の力」。その中心的な役割を担っているのが自治
会です。この活動は地域の主役である、皆さんの協力で成り立っ
ています。皆さんの力でまちを元気にしましょう。

日　程 時　間 会　場

○入会説明会（1時間半程度）
対象 利用会員・援助会員希望者／本事業について詳しく知りたい方

10月7日㈮ 午前10時30分～ 緑区合同庁舎　4階集団指導室
10月15日㈯ 午前10時30分～ 南区合同庁舎　3階講堂
10月25日㈫ 午後1時30分～ あじさい会館　 6階展示室

問 相模原市ファミリー・サポート・センター　☎042-730-3885

○援助会員講習会（計3日間）
対象 援助会員希望者
場所 南区合同庁舎  3階講堂　※保育定員あり

・事前に事業について
  知りたい方は、入会説明
  会にご参加ください。

1日目　 11月8日㈫　  午前9時30分～午後3時
2日目　 11月9日㈬　  午前9時30分～午後3時30分
3日目　 11月11日㈮　午前9時30分～午後4時

相模原市自治会連合会詳しくは、 問 相模原市自治会連合会　☎042-753-3419

相模原市社会福祉協議会正規職員募集中！

身寄りのない単身高齢者の生活の安心のために
“みまもりエンディングサポート事業”を始めます

　市社協では、身寄りのない単身高齢者の身元の保証やご本人がお亡くなりに
なった後の取り計らいについて、契約に基づいた支援を行う「みまもりエンディ
ングサポート事業」を令和4年10月より開始します。
　具体的には利用者から事前に預託金をお預かりし、入院時の支払いやお亡く
なりになったあとの葬儀や火葬・埋葬等の取り計らいを市社協が担うものです。
年齢 70歳以上　※相模原市内に居住している方に限る
世帯 原則　単身世帯

問 さがみはら成年後見・あんしんセンター　☎042-756-5034

ホームページにて内容をご確認いただき、ご利用をお考えの方は
以下までお問合せ下さい

指定された預託金を納めることができる方

相模原市社会福祉協議会

資産 3,000万円以下（居住用不動産を除く）
収入・所得 ・住民税が非課税、または課税総所得金額が160万円以下

・不動産収入がない　・生活保護受給者ではない
負債 原則、負債がない（住宅ローンは除く）

弁護士による権利擁護無料相談会を開催します！
日時 11月22日㈫・12月27日㈫　午後1時20分～4時
対象 高齢者・障がいのある方とその家族(1人40分間) 場所 あじさい会館

申込 電話による事前申込み　☎042-756-5034 
（11月22日開催分は10月3日、12月27日開催分は11月1日より受付）

問 さがみはら成年後見・あんしんセンター(あじさい会館2階)

預託金

令和５年４月１日から“あなた”の笑顔が市民の笑顔に
詳細はホームページへ

市内の子どもの居場所の情報がいっぱい！
右の二次元コードからアクセスしてください。

「子どもの居場所」活動

問 合 中央ボランティアセンター☎042-786-6181

　ボランティア活動の１つに、子ども食堂や学習支援といった「子ども
の居場所」での活動があります。
　お兄さん・お姉さんのように接してくれる学生をはじめ、栄養バランスを考
えた料理作りや温かく居心地の良い居場所作りに、幅広い世
代の方々が参加・協力し、子どもたちの成長を支えています。

多様な世代が大活躍！多様な世代が大活躍！

福祉情報ポケット福祉情報ポケット

バオバブ感謝祭
10月31日㈪まで 毎日午前10時～午後5時
※日曜日は休業日あり（要問合せ）

日 時

あじさい会館1階場 所

ひとりで悩みを抱えないで「ほっとタイム」
①10月15日㈯、11月5日㈯、12月はお休み
②10月11日㈫、11月9日㈬、12月2日㈮
③10月6日㈭、11月4日㈮、12月6日㈫
①～③いずれも、午前10時30分～正午

日 時

①緑区合同庁舎　2階高齢者交流室
②相模原市民会館　4階第4小会議室
③南保健福祉センター 2階 情報交換ルーム

場 所

認知症のご家族の介護にお悩みの方等、
誰でも参加できます！

内 容

電話：090-7812-5257申 込
認知症家族会　友知草の会(担当：富樫)問 合

内 容 市内の障がい者事業所による手作り製品販売。感謝祭限定
のお菓子もあります。800円以上お買い上
げの方には「くじ引き」で買物券（1等
2,000円分）ゲットのチャンスあり！

問 合 電話：042-757-6772
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み
ん
な
よ
っ
と
い
で
！
地
域
に

親
し
ま
れ
る
居
場
所
づ
く
り

　
田
名
公
民
館
で
毎
月
第

２
、
第
４
木
曜
日
に
開
催
さ

れ
て
い
る
子
ど
も
食
堂
「
み

ん
な
よ
っ
と
い
で
！
た
な
食

堂
」
は
、
地
域
住
民
が
誰
で

も
利
用
で
き
る
子
ど
も
食
堂

で
す
。
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地
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組
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農
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な
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名
畑
の
会
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の

他
、
地
元
農
家
か
ら
い
た
だ

く
新
鮮
な
野
菜
を
使
用
。
ま

た
学
校
が
あ
る
時
期
は
、
相

模
田
名
高
校
料
理
同
好
会
も

調
理
に
参
加
す
る
な
ど
、
地

域
の
多
く
の
方
々
が
関
わ
っ

て
い
ま
す
。

　
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て

は
、
感
染
症
予
防
の
た
め
、

現
在
は
お
弁
当
を
配
布
し
、

活
動
を
継
続
し
て
い
ま
す
。

も
り
も
り
食
べ
て
ほ
し
い

　
８
月
25

日
の
お
弁

当
作
り
に

は
、
高
校

生
か
ら
70

代
ま
で
14

名
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
が
活
動
し
、
そ
れ

ぞ
れ
の
役
割
を
担
い
な
が
ら

約
60
食
を
作
っ
て
い
ま
し

た
。
中
で
も
、
調
理
師
の
資

格
を
も
つ
70
代
の
男
性
は

「
地
場
産
の
も
の
を
使
っ
て

調
理
し
、
子
ど
も
た
ち
が
喜

ん
で
食
べ
て
く
れ
る
こ
と
が

嬉
し
い
し
励
み
に
な
る
。
」

と
話
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
で
活
動
を
知
っ
て

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
始
め
た
と

い
う
方
も

い
て
、
地

区
内
に
活

動
者
の
輪

が
広
が
っ

て
い
ま

す
。
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を
つ
く
り
た
い

　
代
表
の
田
村
さ
ん
は
「
コ

ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
本
来
の
居

場
所
づ
く
り
が
で
き
て
い
ま

せ
ん
が
、
誰
で
も
参
加
で

き
、
少
し
で
も
話
が
で
き
る

地
域
づ
く
り
を
応
援
！

赤
い
羽
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共
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募
金
運
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じ
ま
り
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居
場
所
を

つ
く
れ
な

い
か
と
い

う
思
い
で

活
動
し
て

い
ま
す
。

今
の
地
域

で
は
身
近
に
い
る
家
族
や
友

人
以
外
の
つ
な
が
り
で
あ
る

『
斜
め
の
関
係
』
が
な
く

な
っ
て
き
て
い
る
。
近
所
の

お
ば
さ
ん
・
お
じ
さ
ん
と
し

て
、
育
児
の
話
や
悩
み
事
な

ど
を
気
軽
に
話
し
て
く
れ
る

と
い
い
で
す
ね
。
」
と
話
さ

れ
ま
し
た
。
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た
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10
月
１
日
よ
り
、
「
赤
い

羽
根
共
同
募
金
運
動
」
が
始

ま
り
ま
す
。
「
赤
い
羽
根
共

同
募
金
」
は
、
明
る
く
住
み

よ
い
地
域
社
会
を
作
る
た
め

に
、
地
域
の
一
人
ひ
と
り
が

協
力
し
合
い
、
助
け
合
う
取

組
で
す
。
自
治
会
を
通
し
た

戸
別
募
金
や
街
頭
募
金
、
学

校
・
職
場
で
の
募
金
活
動
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
市
社
協
総
務
課
☎
０
４

２
・
７
３
０
・
３
８
８
８
　

〒252-0236  相模原市中央区富士見6丁目1番20号  市立あじさい会館内

{info@sagamiharashishakyo.or.jp  HP http://www.sagamiharashishakyo.or.jp/
☎042（730）3888  FAX042（759）4382

発行

相模原市社会福祉協議会
社会福祉法人

広　報

中央区だより第38号
5656

川
柳
募
集

　タ
ウ
ン
ニ
ュ
ー
ス
相
模
原

912022.9.29

住所、氏名、年齢、電話番号を明記の上、投句ください。はがき1枚（メール1通）
５句まで。毎月送っていただいても構いません。毎月15日（必着）が締切！月末
号で優秀作品を発表いたします（次回は10月27日㈭号予定）。秀逸に選ばれた方
には選者の水野タケシさんより賞品が進呈されます。

タ
ケ
シ
の
万
能
川
柳

〒252-0239　相模原市中央区中央２－６－４
タウンニュース「川柳」係
{senryu@townnews.co.jp  件名に「川柳」

ハガキの方

メールの方
川
柳
募
集
中

毎
日
新
聞
「
万
能
川
柳
」
で
お
な
じ
み
、
南
区
相

模
台
の
コ
ピ
ー
ラ
イ
タ
ー
・
水
野
タ
ケ
シ
さ
ん
選

／
９
月
の
優
秀
作
品
を
発
表
し
ま
す
（
敬
称
略
）

９
月
は

168
句
の
応
募
が

あ
り
ま
し
た

ク
ラ
ス
会
こ
の
先
い
か
に
暮
ら
す
会

緑
区
西
橋
本

　
安
藤
彰

秀 逸 月末
バラエテ

ィ

増刷御礼！「いちばんやさしい！楽しい！シルバー川柳入門（新装版）」（河出書房新社）

単
な
る
言
葉
遊
び
を
超
え
た
切
実
さ
が
あ
り
ま
す
。コ
ロ
ナ
禍
や
環
境
破
壊
、物
価
高
、円
安
…
…
そ
ん
な
句
が
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

先
を
思
い
悩
ん
で
も
不
安
が
募
る
だ
け
。今
朝
は
こ
の
幸
せ

を
噛
み
し
め
ま
し
ょ
う
。

今
朝
も
無
事
御
飯
も
美
味
い
あ
り
が
と
う

南
区
下
溝

　
新
堀
和
子

準秀逸
冬
ま
で
は
英
気
養
う
室
外
機

緑
区
与
瀬

　
相
模
湖
福
幹

準秀逸何
と
か
こ
の
夏
を
乗
り
切
っ
た
の
は
人
間
だ
け
じ
ゃ
な
い
の

で
す
ね
。ご
苦
労
様
！

何
だ
ろ
う
ま
だ
値
上
げ
し
て
い
な
い
物

緑
区
二
本
松

　
け
ん
け
ん

準秀逸値
上
げ
ネ
タ
が
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
が
、こ
の
視
点
は
斬
新
。

5 席
試
食
し
て
選
べ
る
お
せ
ち
あ
っ
た
ら
な

南
区
麻
溝
台

　
伊
從
利
子

近
ご
ろ
は「
お
試
し
お
せ
ち
」な
ん
て
サ
ー
ビ
ス
も
あ
る
よ
う
で
す
よ
。

6 席
停
ま
っ
て
る
園
バ
ス
覗
く
癖
が
つ
く

愛
媛
県
四
国
中
央
市

　
ユ
リ
コ

も
う
あ
ん
な
悲
し
い
事
件
、二
度
と
起
こ
し
て
ほ
し
く
な
い
！

7 席
夏
が
過
ぎ
そ
こ
に
は
秋
が
あ
っ
た
は
ず

中
央
区
千
代
田

　
荻
原
庄
之
助

近
頃
は
秋
か
と
思
っ
た
ら
す
ぐ
冬
な
ん
で
す
よ
ね
。

8 席
道
草
を
少
し
覚
え
た
一
年
生

中
央
区
相
模
原

　
ア
ン
リ

こ
の
時
期
に
な
る
と
一
年
生
も
少
し
余
裕
が
で
き
る
の
で
し
ょ
う
。

9 席
相
模
版
だ
け
ど
川
柳
全
国
区

南
区
東
林
間

　
ジ
ェ
イ
ム
ス

全
国
区
で
す
が
、近
ご
ろ
相
模
原
の
方
の
入
選
率
が
と
て
も
高
い
の
で
す
。

支
社
で
は
毎
月
月
末
号
に
掲

載
さ
れ
る
「
タ
ケ
シ
の
万
能

川
柳
」
の
川
柳
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
投
句
い
た
だ
い
た

作
品
は
毎
日
新
聞
「
仲
畑
流

万
能
川
柳
」
な
ど
で
お
な
じ

み
の
水
野
タ
ケ
シ
さ
ん
が
選

句
し
ま
す
。
応
募
方
法
は
左

記
枠
内
に
。

営）午前10時～午後5時／休）木曜
☎042-791-8914
町田市根岸2-26-24　根岸交差点そば

仏壇展示場仏壇・仏具
全品50％OFF

20,000円（税込）10,000円（税込）

4.0～5.0寸
字彫り込み

全3種

2.5～4.5寸
字彫り込み

全3種

蒔絵入り位牌蒔絵入り位牌蒔絵入り位牌

最高級御位牌
仏壇 買替えお引取り無料

　同館
の「
火
葬
式
」は
必
要

な
も
の
を
用
意
し
て
火
葬
だ

け
を
行
う
送
り
方
の
一
つ
。ス

タ
ッ
フ
の
手
で
出
棺
ま
で
行
わ

れ
、家
族
と
は
火
葬
場
で
待
ち

合
わ
せ
を
し
て
見
送
る
。こ
の

他
、納
棺
や
出
棺
の
立
ち
会
い

も
含
ま
れ
た
プ
ラ
ン
も
利
用
で

き
る
。

湘
和
礼
殯
館（
れ
い
ひ
ん
か
ん
）淵
野
辺
の 「
火
葬
式
」

「互助会・シンビオス利用」ご相談ください／《感染予防対策中》
0120-24-8130365日24時間対応 2
しょうわ 淵野辺資料請求やメール相談は ※匿名可能

※駐車場完備

ＧＳ

エスポット

←八王子

町田→
町田街道

クリエイトS・D

町田→淵野辺

駅入口

根岸西

16
淵野辺駅

相模原市営斎場

「淵野辺駅」北口より徒歩8分
月・木・土・日10～16時は施設見学・相談可

火
葬
だ
け
の
シ
ン
プ
ル
な
葬
送東証スタンダード上場「平安レイサービス㈱」直営施設

館長の古谷さん

お別れに立ち会う火葬式プラン
235,800円 （税込259,380円）

169,000円（税込185,900円）
火葬だけを行う《火葬式プラン》

《プランの内容》
■遺影壇  ■遺影写真  ■霊柩
車（10㎞未満）  ■棺  ■骨器  
■病院等へのお迎え  ■お別れ
用の生花   ■1日分のご安置   
■火葬手続き代行

プラン
ページへ

施行例
※壇上の生花は別途

展示中のミナミアシハラガニの標本＝9月22日、相模川ふれあい科学館

北
限
地
、
相
模
川
で｢

見
つ
け
た｣

ふ
れ
あ
い
副
館
長
、
論
文
を
発
表

熱
帯
に
多
く
分
布

　
主
に
東
南
ア
ジ
ア
や
ミ
ク

ロ
ネ
シ
ア
、
メ
ラ
ネ
シ
ア
、

ポ
リ
ネ
シ
ア
な
ど
の
熱
帯
お

よ
び
亜
熱
帯
域
に
分
布
す
る

「
ミ
ナ
ミ
ア
シ
ハ
ラ
ガ
ニ
」

が
今
年
４
月
、
相
模
川
下
流

域
で
発
見
さ
れ
、
調
査
お
よ

び
研
究
の
結
果
、
本
種
の
北

限
記
録
と
し
て
そ
の
論
文
が

専
門
誌
「
伊
豆
沼
・
内
沼
研

究
報
告
第
16
巻
」
（
宮
城
県

伊
豆
沼
・
内
沼
環
境
保
全
財

団
発
行
）
に
掲
載
さ
れ
た
。

散
策
中
に
出
合
う

　
発
見
し
た
の
は
、
相
模
川

ふ
れ
あ
い
科
学
館
（
水
郷
田

名
）
で
副
館
長
を
務
め
る
伊

藤
寿
茂
さ
ん
。
専
門
分
野
の

ミ

ナ

ミ

ア
シ
ハ
ラ
ガ
ニ

現在開催しているミニ企画展示のパネルと水槽

一
つ
と
し
て
カ
ニ
に
つ
い
て

学
ん
で
い
る
伊
藤
さ
ん
は
４

月
15
日
、
相
模
川
を
散
策
し

て
い
る
と
川
岸
の
土
の
上
に

見
慣
れ
な
い
カ
ニ
が
い
る
の

を
目
に
し
た
。｢

珍
し
い
も

の
を
見
つ
け
た
か
も｣

と
期

待
に
心
躍
ら
せ
な
が
ら
個
体

を
観
察
。
相
模
川
に
生
息
す

る
ハ
マ
ガ
ニ
や
ア
シ
ハ
ラ
ガ

ニ
と
似
て
い
る
が
、
丸
い
甲

羅
や
く
っ
き
り
と
し
た
ま
だ

ら
模
様
、
頬
の
突
起
の
並
び

方
な
ど
が
異
な
っ
て
い
た
。

　
そ
の
後
、
新
江
ノ
島
水
族

館
の
協
力
を
得
て
調
べ
た
と

こ
ろ
、
個
体
が
ミ
ナ
ミ
ア
シ

ハ
ラ
ガ
ニ
で
あ
る
こ
と
が
判

明
。
伊
藤
さ
ん
は
、
相
模
湾

周
辺
で
の
出
現
は
こ
れ
ま
で

三
浦
半
島
、
伊
豆
大
島
、
伊

豆
半
島
以
外
に
報
告
さ

れ
て
お
ら
ず
、
相
模
川

で
の
初
記
録
で
あ
る
と

と
も
に
本
種
の
北
限
地

（
最
も
北
に
位
置
す
る

生
息
地
）
で
あ
る
と
し

た
論
文
を
ま
と
め
、
伊

豆
沼
・
内
沼
研
究
報
告

編
集
委
員
会
に
提
出
。

そ
の
論
文
が
こ
の
ほ
ど

同
誌
に
掲
載
さ
れ
た
。

越
冬
と
推
測

　
伊
藤
さ
ん
に
よ
れ
ば
、
南

国
に
生
息
す
る
生
き
物
の
多

く
は
相
模
川
の
冬
の
寒
さ
に

耐
え
ら
れ
な
い
が
、
今
回
の

個
体
は
４
月
に
大
き
く
育
っ

た
状
態
で
見
つ
か
っ
た
た
め

相
模
川
で
越
冬
し
た
と
考
え

ら
れ
る
そ
う
。
今
後
は
相
模

川
で
繁
殖
す
る
可
能
性
も
期

待
で
き
る
と
い
う
。

　
伊
藤
さ
ん
は
「
ミ
ナ
ミ
ア

シ
ハ
ラ
ガ
ニ
は
も
と
も
と
草

む
ら
な
ど
に
隠
れ
る
性
質
を

持
っ
て
い
る
。
も
し
か
す
る

と
昔
か
ら
相
模
川
に
も
生
息

し
て
い
た
が
、
見
つ
か
っ
て

い
な
か
っ
た
だ
け
か
も
し
れ

な
い
」
と
話
し
た
。

　
同
館
で
は
「
相
模
川
初
で

北
限
の
新
記
録
！
ミ
ナ
ミ
ア

シ
ハ
ラ
ガ
ニ
」
と
題
し
、
10

月
30
日
㈰
ま
で
ミ
ニ
企
画
展

示
を
開
催
中
。
ミ
ナ
ミ
ア
シ

ハ
ラ
ガ
ニ
の
標
本
の
ほ
か
、

近
い
品
種
の
生
体
、
論
文
発

表
ま
で
の
経
緯
を
説
明
す
る

パ
ネ
ル
を
展
示
し
て
い
る
。

詳
細
は
同
館
☎
０
４
２
・
７

６
２
・
２
１
１
０
（
月
曜
休

館
・
祝
日
の
場
合
開
館
）
。

星
が
丘
公
民
館

「
40
年
間
あ
り
が
と
う
」

改
修
前
に
イ
ベ
ン
ト
開
催

　建
物
の
長
寿
命
化
の
た
め

２
０
２
３
年
度
に
改
修
工
事

が
決
定
し
て
い
る
星
が
丘
公

民
館
で
10
月
２
日
㈰
、
こ
れ

ま
で
の
公
民
館
活
動
を
振
り

返
る
「
星
が
丘
公
民
館
サ
ン

ク
ス
イ
ベ
ン
ト
」
が
開
催
さ

れ
る
。
午
前
10
時
か
ら
午
後

１
時
ま
で
。
入
場
無
料
。

　今
か
ら
40
年
前
の
１
９
８

２
年
に
建
設
さ
れ
た
同
館
。

工
事
に
向
け
て
23
年
５
月
に

も
部
屋
の
貸
し
出
し
な
ど
を

終
了
す
る
予
定
で
、
同
館
を

利
用
し
た
地
元
住
民
の
サ
ー

ク
ル
活
動
な
ど
は
実
質
的
に

今
年
度
が
最
後
と
な
る
。

　一
方
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
「
公

民
館
ま
つ
り
」
な
ど
の
イ
ベ

ン
ト
の
中
止
が
続
い
て
お

り
、
利
用
者
ら
か
ら
は
活
動

の
成
果
を
発
表
す
る
場
を
求

め
る
声
が
多
く
上
が
っ
て
い

た
と
い
う
。
そ
こ
で
、
現
在

の
建
物
が
利
用
終
了
と
な
る

前
に
活
動
の
思
い
出
な
ど
を

振
り
返
ろ
う
と
、
同
館
と
利

用
者
協
議
会
が
協
力
し
て
サ

ン
ク
ス
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
す

る
運
び
と
な
っ
た
。

　10
月
２
日
は
フ
ラ
ダ
ン
ス

や
よ
さ
こ
い
、
詩
吟
な
ど
の

ス
テ
ー
ジ
発
表
の
ほ
か
、

コ
ー
ラ
ス
や
鼓
笛
の
音
楽
コ

ン
サ
ー
ト
が
行
わ
れ
る
。
同

日
か
ら
ロ
ビ
ー
で
は
写
真
や

絵
手
紙
、
手
工
芸
品
な
ど
の

作
品
展
示
も
同
時
開
催
。
11

月
27
日
㈰
ま
で
続
く
。

　ス
テ
ー
ジ
発
表
や
音
楽
コ

ン
サ
ー
ト
な
ど
同
様
の
サ
ン

ク
ス
イ
ベ
ン
ト
は
11
月
27
日

に
も
実
施
す
る
予
定
。
問
い

合
わ
せ
は
同
館
☎
０
４
２
・

７
５
５
・
０
６
０
０
。

　
公
益
社
団
法
人
相
模
原
青

年
会
議
所
（
Ｊ
Ｃ
）
が
主
催

相
模
原
青
年
会
議
所

３
年
ぶ
り
祭
事 

活
況
呈
す

や
製
作
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
職

業
を
体
験
で
き
る
「
さ
が
み

は
ら
ク
エ
ス
ト
」
に
は
大
勢

の
子
ど
も
た
ち
が
参
加
。
ド

ロ
ー
ン
パ
イ
ロ
ッ
ト
や
ラ
ジ

オ
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
な

ど
、
い
ろ
い
ろ
な
仕
事
に
挑

戦
し
て
い
た
。

　
一
方
、
障
害
者
を
排
除
し

な
い
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
な
組

織
づ
く
り
を
考
え
る
障
害
平

等
研
修
「
Ｄ
Ｅ
Ｔ
」
に
は
約

60
人
が
参
加
。
障
害
の
あ
る

当
事
者
が
進
行
役
を
務
め
る

中
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
の

対
話
を
通
じ
て
「
発
見
」
を

重
ね
た
。
別
の
フ
ロ
ア
に
は

点
字
ブ
ロ
ッ
ク
や
手
話
、
車

い
す
を
体
験
で
き
る
ブ
ー
ス

も
設
け
ら
れ
、
共
生
社
会
に

つ
い
て
参
加
者
は
学
び
を
深

め
て
い
た
。

さ
ま
ざ
ま
な
体
験
に
湧
い
た

す
る
「
ス
マ
イ
ル
フ
ェ
ス
２

０
２
２
」
が
９
月
23
日
、
市

役
所
第
２
駐
車
場
と
市
立
産

業
会
館
を
会
場
に
開
催
さ

れ
、
多
く
の
人
出
で
に
ぎ

わ
っ
た
。

　
Ｊ
Ｃ
に
よ
る
３
年
ぶ
り
の

イ
ベ
ン
ト
。
地
域
の
店
舗
や

企
業
と
協
力
し
て
設
置
さ
れ

た
約
40
ブ
ー
ス
を
ス
タ
ン
プ

ラ
リ
ー
形
式
で
巡
り
、
販
売

「太鼓まつり」を11月6日に開催する
相模原市太鼓連盟の会長を務める

門倉 節朗さん
上溝在住　63歳

伝
統
を
守
り
、
つ
な
ぐ

　
○
…
３
年
ぶ
り
と
な
る

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

「
２
０
２
２
太
鼓
ま
つ
り
」

を
11
月
６
日
㈰
に
市
民
会
館

で
開
催
す
る
、
相
模
原
市
太

鼓
連
盟
の
会
長
を
２
０
１
８

年
度
か
ら
務
め
る
。
「
コ
ロ

ナ
禍
で
活
動
が
で
き
ず
加
盟

団
体
の
中
に
は
存
続
の
危
機

も
あ
っ
た
。
一
方
で
こ
の
コ

ン
サ
ー
ト
は
支
援
が
必
要
な

人
た
ち
の
役
に
立
ち
た
い
と

始
ま
っ
た
も
の
な
の
で
、
継

続
し
て
い
き
た
い
と
い
う
気

持
ち
が
強
か
っ
た
。
開
催
が

決
ま
り
感
無
量
」
と
う
れ
し

そ
う
。
今
回
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ

で
被
災
し
た
子
ど
も
や
女
性

ら
の
人
道
支
援
を
行
う
。

　
○
…
自
ら
が
所
属
す
る
祭

り
囃
子
愛
好
の
会
「
相
模
粋

鼓
會
」
の
会
長
で
も
あ
る
。

小
学
校
高
学
年
の
頃
、
父
親

が
参
加
し
て
い
た
地
元
の
お

囃
子
の
稽
古
に
つ
い
て
行
き

魅
了
さ
れ
た
。
す
っ
か
り
夢

中
に
な
り
、
中
学
時
代
に
体

調
を
崩
し
一
時
入
院
し
た
折

り
に
は
、
父
親
の
太
鼓
・
笛

の
演
奏
を
何
度
も
聴
き
、
笛

は
完
全
耳
コ
ピ
ー
し
た
こ
と

も
。
「
仲
間
全
員
で
高
め
合

い
な
が
ら
一
曲
を
仕
上
げ
、

見
て
聴
い
て
い
る
人
た
ち
に

ワ
ク
ワ
ク
し
て
も
ら
う
。
一

年
中
お
祭
り
好
き
な
連
中
が

集
ま
っ
た
会
は
最
高
で
す
」

と
満
面
の
笑
み
。

　
○
…
生
粋
の
「
上
溝
っ

子
」
。
「
歴
史
が
あ
り
、
大

き
な
お
祭
り
も
あ
る
。
そ
う

し
た
中
で
昔
か
ら
住
ん
で
い

る
人
た
ち
や
新
た
に
移
り
住

ん
だ
人
た
ち
関
係
な
く
、
人

と
の
ふ
れ
あ
い
の
温
か
さ
を

感
じ
ら
れ
る
ま
ち
」
と
し
み

じ
み
。
現
在
は
夫
人
と
二
人

暮
ら
し
だ
が
、
独
立
し
市
内

に
住
む
長
女
、
次
女
と
も
に

お
囃
子
好
き
で
、
機
会
が
あ

る
ご
と
に
駆
け
つ
け
る
。

「
ま
だ
小
さ
い
が
い
ず
れ
孫

も
」
と
期
待
が
ふ
く
ら
む
。

　
○
…
「
所
属
す
る
団
体
そ

れ
ぞ
れ
の
活
動
方
針
を
理
解

し
た
上
で
運
営
す
る
こ
と
が

大
切
」
と
強
調
。
「
日
本
の

伝
統
を
保
存
、
継
承
し
て
い

く
た
め
に
は
、
仲
間
を
増
や

し
仲
良
く
楽
し
む
こ
と
が
大

事
。
興
味
の
あ
る
方
は
気
軽

に
声
掛
け
し
て
ほ
し
い
」
と

呼
び
か
け
る
。
「
コ
ン
サ
ー

ト
に
足
を
運
ん
で
、
コ
ロ
ナ

の
鬱
憤
を
晴
ら
し
て
」

題字は
本村賢太郎市長


